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Abstract In order to clarify the seasonal occurrence of an endangered (vulnerable) butterfly Panchala ganesa loomisi, 
the young shoots of several evergreen oaks were collected from April to October 2012 in Kamogawa City, Chiba Prefecture. 
Immature stages were found from May to early July but not from late July to October. The present study revealed that 
the Boso population of P ganesa loomisi may be univoltine. Moreover, rearing of larvae and measurement of larval head 


capsule widths showed that the species has five larval instars. 
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ルー ミス シジミ Panchala ganesa (Moore) は , 日 本 , 台湾 , 中 
国 西 部 , 海南 島 , ミャンマー, ラオ ス , ヒマ ラ ヤ 地方 に 分 布 
L, 常緑 の カシ 類 を 食 樹 と し て いる (AK, 2006 : RH, 
2007). 日 本 亜 種 ganesa loomisi (H. Pryer) は , 本 州 (TH, 
三重 , 奈良 , 和歌 山 . 島根 , 山口 ), 四国 (愛媛 . 徳島 , 高 
AD. 九州 (福岡 , 大 分 , 宮崎 , 熊本 , 鹿児島 ) の 14 県 と , 
島 岬 で は 屋久 島 と 隠岐 に 分 布 し て お り (川副 ・ 若 林 , 1976 ; 
仁平 . 1985), 滋賀 県 か ら も 偶然 と 思わ れる 記録 が ある Cf 
藤 . 1989). 本 種 は 日 本 の チョ ウ で 最も 早く 天然 記念 物 に 指 
定 き れ た こと で 著名 だ が GEH, 1958), 指定 地 の 奈 良 県 春 
日 山 で は 既に 絶 減 し た と 考え られ , また , 愛媛 県 , 高知 県 , 
福岡 県 . 熊本 県 , 大 分 県 か ら も 絶 減 し た と され る (間野 ・ 
藤井 . 2009). 島根 県 の 本 土 で は 1950 年 代 に わずか な 記録 
が ある だ け で (矢田 ・ 上 田 , 1993 : 淀江 ・ 坂 田 , 2004), JE 
児島 県 の 本 土 で も 1970 年 代 以降 は 発見 され て いな い OR 
瀬 ・ 枝 . 2003). 国 の レッ ドリ スト で は , 絶滅 危 恨 IL 類 に 掲 
げ ら れ て いる (環境 省 , 2012). 


西日本 で の 生態 に つい て は , 春日 山 で 1950 年 代 に 調べ ら 
れ た 結果 (今立 ら , 1953a, b, c, d : 水田 ら , 1953a, b iK 
FA, 1954 な ど ) を , 川副 ・ 今 立 (1956) が 総括 し , これ が 
その 後 広 く 引 用 きれ て きた . 春日 山 で の 生活 環 は 福田 ら 
(19843) に よっ て 以下 の よう に まとめ られ た . すなわち , 
成虫 越冬 し , 4 月 に な っ て 交尾 し , 4—5 月 に 産卵 , 第 1 世代 
成虫 が 6 月 中 ・ 下 旬 に 羽化 する . そし て , 第 2 世代 成虫 が 
8H. 第 3 世代 が 9 月 下旬 以降 に 発生 する . また , 福田 ら 
(1984a) は これ と は 別に 1953 一 1959 年 の 観察 結果 を も と 


nl 


に し た 推察 と し て , 第 1 世代 が 6 月 中 旬 ~7 月 中 旬 に 羽化 
L, 第 2 世代 が 8 月 下旬 ~9 月 中 旬 に 姿 を 見 せる が , 第 1 世 
代 で 条件 よく 6 月 上 旬 に 羽化 し た も の か ら は , 7 月 下旬 一 
8 月 上 旬 に 第 2 世代 が 生じ て , さら に 9 月 中 旬 ~ 下 旬 に 第 3 
世代 を つく る と し た . 


本 種 の 分 布 北東 限 (緯度 上 の 北限 は 隠岐 ) に あたる 千葉 県 
の レッ ド デ ー タ ブッ ク で は , 分 布地 と し て 鴨川 市 ( 旧 鴨 川 
市 お よび 旧 天 津 小湊 町 ), 勝浦 市 , 御宿 町 . 大 多喜 町 , 市 原 
ib. 君津 市 , 富津 市 が 示さ れ , 国 の カテ ゴリ ー で 絶滅 危 恨 
II 類 に あたる “カテゴリーC" と きれ て いる (高橋 , 2011). 
房総 半島 で は , 本 種 は 1950 年 頃 か ら 1960 年 代 前 半 に は 多 
産 し て いた が , 1960 年 代 後 半 か ら 1970 年 代 に は ほとん ど 
採集 され な い 期 間 が 続き , 1970 年 代 後半 以降 , 再び 多 産 す 
る よう に な っ た らし い (仁平 , 1980 : 根本 , 1999). そし て 
1990 年 代 以 降 に は , 新 分 布地 の 発見 や 長期 間 記録 が 途絶 え 
て いた 場所 で の 再発 見 な ど が 相次い だ (橋本 ・ 倉 西 , 1991 : 
岩 阪 . 1998. 1999a, b, c, 2001a, b, c, d; 岩 阪 ・ 岩 上 阪 , 2001 : 
XE, 1995; 西谷 . 2001). すなわち 本 種 に は 記録 が 
多い 時 期 と 極端 に 少な い 時 期 と が あっ て , その 個体 数 に は 
数 十 年 を 単位 と し た 大 き な 変 動 が ある 可能 性 が 高い . この 
よう な 盛衰 の 原因 を 考察 する た め に は , まず その 生態 を 詳 
細 に 調べ る 必要 が ある . 


房総 半島 で の 本 種 の 食 樹 と し て は これ まで に , アラ カシ 
Quercus glauca Thunb. (AK F, 1985, 1988, 1990 + 根 本. 
1999 ; Æ, 1985), イチ イガ シ Q. gilva Blume (岩野 , 1985 : 
TUER. APER, 1983 : 岩 阪 , 1991, 1994 : 木下 , 1985 : 根本 , 
1999 : 仁平 , 1985 : 山崎 , 1982), ウラ ジロ が ガン Q. salicina 
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Blume (福井 , 1988 : 鳩山 , 1997 : AF, 1985, 1988 : 仁平 , 
1985), ツク バネ ガン Q. sessilifolia Blume (鈴木 , 2009), 7 
カ ガ ン Q. acuta Thunb. (城田 , 2010) が 知ら れ て いる . € 
た 化 性 に つい て 従来 は , 年 3 化 , 2 化 , 1 化 と する 説 が 混在 
し て いた (仁平 , 1980, 1985). し か し 近年 , 岩坂 (2004) 

は 毎月 複数 の 雌 成虫 を 採集 し て 解剖 し , 越冬 後 の 4 月 以外 
の 時 期 に は 産卵 可能 と 推定 され る 程度 に まで は 卵巣 が 発育 
し て いな いこ と ゃ や, 交尾 対内 に 内 容 物 が 認め られ な いこ と 
な ど を 明らか に し た . この こと か ら , 房総 半島 で は 年 1 化 
で ある こと が は ほ ば 確実 視 さ れる よう に な っ た . この よう に . 
食 樹 や 化 性 に つい て は ある 程度 明らか に な っ て きた も の 
D, 房総 半島 個体 郡 の 生態 調査 は まだ 十分 と は 言え な い . 
例え ば , 卵 や 幼虫 採集 に 関す る 記録 は ある が (岩野 , 1985 ; 
岩野 ・ 紺 野 , 1983 : iR, 1991 : 木下 , 1985, 1990 : 根本 . 
1999 : 仁平 , 1985 : 城田 , 2010 : 鈴木 , 2009 : 山崎 , 1982), 
いずれ も 単発 的 な も の で , 定期 的 な 観察 や サン プリ ング に 
よっ て 卵 , SH, MORER HELZ. この 
RO, 実際 の 生息 地 で の それ ら の 期間 や . WE, WHE 
場所 な ども 不明 で ある . 


一 方 , 日 本 産 の チョ ウ の 幼虫 の 終 齢 数 は , 1960 年 前 後に は 
大 半 の 種 で 明らか に され た (白水 ・ 原 , 1960. 1962). ムラ 
サキ ツバ メ Narathura bazalus (Hewitson) や ムラ サキ シジミ 
N. japonica (Murray) ti, ルー ミス シジミ と 近 緑 で 同属 と し 
て 扱わ れる こと も ある HM, 2005). ムラ サキ ツバ メ で は 
従来 終 齢 は 4 齢 と され て きた が (福田 ら , 1984a ; 手代木 . 
1997), 頭 幅 測定 と 飼育 観察 の 結果 , $ 齢 で も る こと が 明 ら 
か に な っ た (小山 ・ 井 上 , 2004). きら に ムラ サキ シジミ で 
も 終 齢 は 通例 4 齢 と きれ て いた が (例え ば , 福田 , 2005 : 
手代木 , 1997), 関東 地方 産 の 多数 の 個体 の 頭 幅 を 測定 し た 
結果 , 寄主 植物 や 季節 に か か わら ず 5 齢 で ある こと が 明 ら 
か と な っ た (井上 , 2012. v—-3 AZ Zi ORME, これ 
まで に 出版 され た 大 半 の 文献 で は 4 齢 と され て いる (例え 
ば , 福田 , 2005 : 今立 ら , 1953d : 川副 ・ 今 立 , 1956 : 水田 
D, 1953a : 白水 ・ 原 , 1960, 1962 : 882K, 2009). し か し . 
手代木 (1997) に は 房総 半島 (清澄 山 ) 産 が 5 齢 を 経過 し 
ここ と が 記さ れ て いる . ルー ミス シジミ の 終 齢 数 も , 根本 
的 に 調べ 直す 必要 が ある . 


筆者 は 房総 半島 の 野外 で 2012 年 4 月 か ら 10 月 まで 定期 的 
な サン プリ ング を 行っ て , W, 幼虫, WO BEWE LAN 
た . さら に , 得 ら れ た 卵 や 幼虫 等 を 飼育 し て 齢 の 進行 を 合 
む 発 育 経過 を 記録 し た . 本 報 で は これ ら の 結果 を 報告 する . 


材料 お よび 方 法 
Bp, SYR, WO FEET 


FRUIT OUV-S AY YS EK (標高 約 80~120 m) 
に お いて , 野外 調査 を 行っ た . 2012 年 4 月 28 日 に , 生息 地 
の 谷 の 1 か 所 に , アカ ガ シ 2 本 , アラ カシ 2 本 , ウラ ジロ ガ 
シ 7 本 が 流れ に 沿っ て 約 20 m の 範囲 に 近接 し て 生え て い 
る 地点 を 見 つけ た . 谷 の 両側 は 断崖 で あっ た た め , この 本 
数 は 川底 か ら 約 $m ま で の 高 さ に 根元 が あっ た 木 の 本 数 で 


HS. この 場所 で , 複数 の 成虫 が カシ 類 の 新芽 に 止ま っ た 
り , 短 距 離 を 飛ん で 別 の 新芽 に 移動 し た りす る の を , AH 
28H E29 日 に 確認 し た . これ は 産卵 行動 と 思わ れ た た め , 
ここ を 「 調 査定 点 ] と し た (産卵 その も の を 確認 し た の で 
は な い ). 


カン 類 の 新芽 ・ 新 構 を , 毎回 適当 数 , 無 作為 に 採集 し た . 
まず 4 月 28 日 に は , 予備 的 に 調査 定点 の アカ ガ シ と 調査 定 
点 以 外 に 生え て いた ウラ ジロ ガ シ か ら 新 芽 を 採集 し た . 5 
月 2 日 一 7 月 11 日 まで は , アカ ガ シ と ウラ ジロ が ガ シ の 2012 
年 春 に 出 た 新芽 ・ 新 模 (以下 , 春 シ ュー ト ) を 調査 定点 で 
毎週 1 回 採集 した. 本 種 の 卵 は , 主 に 未 展開 の 芽 に 産ま れ 
る (岩野 , 1985 : 岩野 ・ 紺 野 , 1983). 調査 定点 付近 の アラ 
カシ は 調査 開始 時 点 で ほとん どの 新 葉 が 展開 し た 状態 に な 
っ て お り , 産卵 に は 不適 で ある と 考え られ た だ た ため, 採集 し 
な か っ た . 春 シ ュー ト に つい て は 概ね 3 一 7 m の 高 さ か ら 
採集 し た . 


7 月 31 日 一 10 月 12 日 に は , 月 に 1 一 2 回 , 調査 定点 に 限ら 
ず 生 息 地 の 谷 全域 (調査 範囲 の 総 延長 約 2 km) か ら カ シ 
類 (アカ ガ シ , ウラ ジロ ガ シ , アラ カシ , イチ イガ シ , ツク 
バネ ガ シ ) OF + Pe ARE Le. 7 月 31 日 以降 に 
は , 萌芽 し て か ら 概 ね 1 か 月 以内 で ある と 思わ れる ラマ ス 
シュ ー ト (LAS) を 採集 し た . ラマ スシ ュー ト に つい て 
8523 0.5—5 m の 高き さか ら 採 集 し た . 


採集 し た 新芽 ・ 新 模 を 東京 都 八 王子 市 の 森林 総合 研究 所 多 
摩 森 林 科 学園 の 研究 室 に 持ち 帰り , 採集 当日 の うち に 卵 ・ 
幼虫 ・ 踊 を 探し た . それ ら が 発見 され た 場合 に は 生息 部 位 
等 を 記録 し , 発見 個体 数 を 調査 シュ ー ト 数 で 除 し て , 生息 
密度 を 計算 し た . 


発育 経過 


発生 消長 調査 で 採集 され た 卵 , yu k OU. 内 径 約 25 
mm, 深 さ 約 55.5 mm の 円 筒 形 の 透明 な スク リュ ー 管 内 に 
人 入れ て 常温 の 研究 室内 で 個体 別に 飼育 し た . 飼育 期間 中 の 
室温 は , 5 月 上 旬 か ら 7 月 上 旬 で 概ね 20 一 25 (平均 22.8) °C 
で あっ た (Fig. 4). 幼虫 に は , 採集 され た 植物 と 同じ 種 の 新 
芽 ・ 新 葉 を 与え た . これ ら を 1-2 日 お き に 観察 し て , 発育 
経過 (WE, 脱皮 , STU, 羽化 ) を 記録 し た . 脱皮 後に 脱落 
し た 頭 募 を 可能 な 限り 回 収 し て 保存 し た . さら に , 卵 か ら 
身 化 し た 直後 の 1 齢 幼虫 2 VC, A TF CRBIGEL KE LE 
定 き され た 幼虫 の うち の 4 匹 (脱皮 か ら 2~3 AK), 野外 で 
採集 され た 終 齢 と 思わ れる 幼虫 3 匹 (採集 当日 ), 飼育 中 
に 死亡 し た 若 齢 幼虫 1 匹 (死亡 直後 ) を 70% エ タ ノ ー ル 溶 
液 中 に 入れ て 保存 し た . これ ら の 頭蓋 (脱皮 時 に 脱落 し た 
も の と , 幼虫 自体 の 両方 ) の 最大 幅 を , 後日 , 双 眼 実体 顕 
微 鏡 下 で 接眼 マイ クロ メー タ を 用 いて 0.01 mm 単位 で 測定 
し た . 


結果 
卵 , Xx, WO FEET +E BBA 
Table 1 に , 野外 で 採集 され た 各 ス テー ジ の 個体 数 と 密度 を 
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Table 1. Numbers of eggs, larvae and pupae of Panchala ganesa loomisi collected by the field survey conducted in 2012. Spring shoots 
and lammas shoots were collected in April 28-July 11 and July 31-October 12, respectively. 


No. of immatures collected No. of shoots Density (No. of 




















aa Egg Larva Pupa examined DA individuals / shoot) Nores 
Quercus acuta 
Apr 28 0 0 0 40 0 
May 2 9 0 0 69 0.130 
one egg shell after hatchin 
i l P i 2. Ors was und addony. 
May 16 0 2 0 62 2nd, unknown 0.032 
May 23 0 3 0 86 2nd, 2nd, 2nd 0.035 
May 30 0 1 0 70 4th 0.014 
Jun 6 0 3 0 57 5th, 5th, 5th 0.053 
Jun 13 0 4 0 81 5th, Sth, 5th, Sth 0.049 
0.015 (Larvae) 
Jun 19 0 1 2 68 5th 0.029 (Pupae) 
Jun 27 0 0 2 72 0.028 
Jul 4 0 0 2 76 0.026 
Jul 11 0 0 0 80 0 one pupal exuvium after 
adult eclosion was found 
Jul 31 0 0 0 5 0 
Aug 31 0 0 0 2 0 
Oct 12 0 0 0 1 0 
Quercus salicina 
Apr 28 0 0 0 30 0 
May 2 0 0 0 18 0 
May 9 2 0 0 78 0.026 
May 16 0 0 0 99 0 
May 23 0 1 0 63 2nd 0.016 
May 30 0 0 0 41 0 
Jun 6 0 0 0 111 0 
Jun 13 0 0 0 121 0 
Jun 19 0 0 0 113 0 
Jun 27 0 0 0 123 0 
Jul 4 0 0 0 87 0 
Jul 11 0 0 0 76 0 
Jul 31 0 0 0 103 0 
Aug 16 0 0 0 122 0 
Aug 31 0 0 0 39 0 
Sep 20 0 0 0 27 0 
Oct 12 0 0 0 9 0 
Quercus glauca 
Jul 31 0 0 0 17 0 
Aug 16 0 0 0 47 0 
Aug 31 0 0 0 29 0 
Sep 20 0 0 0 29 0 
Oct 12 0 0 0 43 0 
Quercus gilva 
Jul 31 0 0 0 16 0 
Aug 16 0 0 0 18 0 
Aug 31 0 0 0 14 0 
Sep 20 0 0 0 2 0 
Oct 12 0 0 0 2 0 
Quercus sessilifolia 
Aug 16 0 0 0 7 0 
Sep 20 0 0 0 1 0 


e 
e 
CA 
© 


ct 12 0 


E 1 M CE ———— ——t (i ÀL— 
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Fig. 1. Eggs and larvae of the Boso population of Panchala ganesa loomisi. A, G and H were collected in the field 


(2012); B to F are reared individuals. A: eggs (arrows) laid inside the bud scale of Quercus acuta (collected 
on May 2), B: Ist instar larva, C: 2nd instar larva, D: 3rd instar larva, E: 4th instar larva, F: 5th (final) instar 
larva, G: 5th instar larva (collected on June 6), H: full-grown larva (collected on June 13). 
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Fig. 2. Pupae of the Boso population of Panchala ganesa loomisi collected in the field in 2012. A: without 
cuts made on the leaf (collected on July 4), B: one cut made in front of the pupa (collected on June 
19), C: two cuts made in front and rear of the pupa (collected on July 4), D: two cuts made with the 
leaf margin being curved by several threads (collected on June 27), E: pupal exuvium after adult eclosion 
(collected on July 11). 


示し た . 卵 は , アカ ガ シ で は 5 月 2 日 と 5 月 9 日 に ., ウラ ジ 
ロ ガ シ で は 5 月 9 日 に 得 ら れ た . $ 月 9 日 に は アカ ガ シ か ら 
RELIED ON REDS 1 個 発 見 され た . 幼虫 は アカ ガン シ で は 5$ 
月 16 日 一 6 月 19 日 に ウラ ジロ ガ シ で は 5 月 23 日 に 採集 
され た . 上 踊 は アカ ガ シ で 6 月 19 日 一 7 月 4 日 に 得 ら れ た だ . 7 
H 11 Hz i33MUSE 08 0055225 1 個 発 見 され た . 7 月 31 日 一 
10H 12 日 に は , Bp, SH, dl coz v2»5585n0» 
っ た . アカ ガ シ で は , 定点 に 生え て いた 木 も 含め て ラマ ス 


シュ ー ト が ご く 少 数 し か 発生 し な か っ た . 生息 密度 (T 
ュー ト 当 た り の 個体 数 ) は ,$ 月 2 日 の アカ ガ シ で は 0.1 を 
超え て いた が , その 他 で は 0.02~0.05 程度 の 場合 が 多かっ 
a. 

後述 する 頭 幅 測 定 値 と 飼育 に よる 発育 経過 を も と に し て . 
採集 され た 幼虫 の 齢 を 推定 し た . その 結果 , 5 月 16 日 と 5 
月 23 日 に 採集 され た 6 匹 の うち の 5 匹 は 2 齢 . 5 月 30 日 の 
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1 匹 は 4 齢 , 6 月 6 日 一 6 月 19 日 の s 匹 は 3 齢 (前 幅 状 態 の 
個体 を 含む ) と 推定 され た . アカ ガ シ で 5$ 月 16 日 に 採集 さ 
れ た 幼虫 の うち の 1 匹 は , 採集 時 に は 見 落と し て いた も の 
C, 室温 で 保管 し て いた サン プル か ら $ 月 20 日 に 発見 され 
72. 発見 し た 翌日 に 脱皮 は ず に 死亡 し た が , 死亡 時 に は 2 
齢 だ っ た . 


卵 は これ まで に 報告 され て いる よう に PAI, 4x5, 
1953d : 岩野 , 1985; 岩野 ・ 紺 野 , 1983 : 川副 ・ 今 立 , 1956 : 
木下 , 1988), 未 展開 も お もしくは や や 緩み 始め た 芽 の 芽 鱗 の 内 
側 に 産ま れ て いた (Fig. 1A). アカ ガ シ か ら 5 月 2 日 に 得 ら 
れ た 9 卵 で は , 一 つの 芽 に 1 卵 産ま れ て いた 場合 が 3 例 . 2 
卵 産ま れ て いた 場合 が 3 例 だ っ た . 後者 の 3 例 の うち の 1 
例 で は , 2 卵 と も 同じ 芽 鱗 に 産ま れ て お り , 他 の 2 例 で は 
BIA ORIEN TOR. 5 月 9 日 に 得 ら れ た アカ ガ シ 
の 2 卵 (時 化 後 を 含む ) と ウラ ジロ ガ シ の 2 卵 は , 別々 の 
芽 か ら 発 見 され た . 


幼虫 (Fig. 1B-H) は 葉 裏 か ら 発見 され る こと が 多かっ た も 
DD, サン プル を 入れ て 持ち 帰っ た ビニ ー ル 袋 内 を 計っ て 
いた 場合 も あっ た た め , 野外 で の 生息 部 位 に つい て は 明 ら 
か に な ら な か っ た . 


w (羽化 後 の 殻 を 含む ) は すべ て 葉 裏 か ら 発見 され , 葉 の 
先端 方 向 に 頭 部 を 向け て いた (Fig. 2). Hel Jod 
ぐ そ ば に ある 場合 も , 葉 の 縁 に 近い 位置 に ある 場合 も あっ 
た が , EMRE CHMEL CW SRMISASHNRPOKR. 多く の 
場合 , 由 の 前 後 の 葉 面 に は や や 審 に 吐 糸 し た 部 分 が あっ た 
(Fig. 2E). 7 例 (羽化 後 の 殻 を 含む ) の うち の 3 例 は 1 枚 
DR CHIEL C390, 2 例 は 2 枚 の 葉 を 簡単 に 糸 で つづ り 
BdDETE OAR CHHEL Tite. 1 枚 の 葉 で 疲 化 し て い 
た も の の うち 2 例 は , 特に 複雑 な 加工 を し て お ら ず , WU 
部 位 付 近 で 葉 が や や 湾曲 し て いる 程度 で あっ た (Fig. 2A, 
2E). 1 例 は , 疲 の や や 前 側 に 葉 の 縁 か ら 線形 の 切り 込み を 
入れ て いた (Fig. 2B). 2 例 は 遇 の 前 後 両側 に 線形 また は 短 
國 形 の 切り 込み を 入れ て お り (Fig. 20), その うち の 1」 例 
は さら に 数 本 の 糸 を 張っ て 野 化 部 位 付近 を か な り 湾 曲 さ きせ 
て いた (Fig. 2D). 2:0 3€ E HV CHHEL C v7: 2 BIS 
は , & SIMO B (TR HC ROW) 3 e ANT. 
切り 込み の 長 さ は 4.3 一 12.4 mm, 切り 込み の 中 央 付近 で の 
幅 は 1.2—5.7 mm で あっ た . 前 後に 切り 込み を 入れ て いた 
4 例 で は , RA ( 葉 の 付け 根 側 ) の 方 が 前 側 ( 葉 の 先端 側 ) 
より も や や 長かっ た . 


発育 経過 


1 齢 か ら 2 齢 へ の 脱皮 と , 2 齢 か ら 3 齢 へ の 脱皮 に つい て 
は , 脱皮 殻 また は 脱落 し た 頭蓋 を 発見 で き な い 場合 が あっ 
た . し か し 効 虫 が 加 齢 する ご と に 体側 に 生え た 刺 毛 の 数 が 
増加 する (水田 ら , 1953a : 手代木 . 1997) た め , それ ら が 
脱 度 し た 日 も 特定 する こと が で きた . 

脱落 し た 頭蓋 と エタ ノー ル 溶 液 中 に 保管 し た 幼虫 の 頭 幅 の 
頻度 分 布 を Fis. 3 に 示し た . 頭 幅 は , 0.29-0.30 mm, 0.42-0.46 
mm, 0.69-0.75 mm, 0.98-1.15 mm, 1.68-1.83 mm の 5 つの グ 
ルー プ に 明瞭 に 分 か れ , これ ら は 1^$ 齢 に 相当 する と 考 


えら れ た . 羽化 まで 飼育 し て 性 別 が 明らか に な っ た 個体 の 
頭蓋 の 幅 に 性 差 が ある か どう か を 検定 し た . 検定 可能 な 個 
体 数 が 得 ら れ た 2 齢 ( 雌 4 匹 , 雄 6 匹 ). 38m GES PL, 雄 6 
DC), 4 齢 (HES DC, 雄 6 匹 ) の いずれ も 雌雄 で 有意 差 は な 
か っ た (U-test, P>0.05). 


各 齢 の 頭 幅 の 値 を Table 2 に 示し た . 平均 値 を も と に 計算 し 
た 伸長 率 は 1.51 一 1.59 と な り , 齢 ご と の 頭 幅 の 伸長 率 は 齢 
に か か わら ず 種 ご と に ほぼ 定まっ た 値 (11 一 19 く らい , 
平均 1.4) を と る と いう pyar の 法則 (Dyar, 1890 : AFF, 
1996) に 合致 し た . 


EAC, Wee, 瑞 化 また は 羽化 を 確認 し た 27 匹 の 発育 経過 を 
Table 3 に 示し た . 5 月 2 日 に 採集 くさ れ た 卵 は 5 月 47 日 に 
REL, 5 月 29 日 6 月 1 日 に 踊 化 , 6 月 11—16 日 に 羽化 
Lk. 5 月 9 日 に 採集 され た 卵 は 5 月 12 日 に 昨 化 し , 6 月 3 
CHI, 6H 18—19 日 に 羽化 し た . 5 月 23 日 て 6 月 19 日 
に 採集 され た 幼虫 は , 6 月 6 一 20 Hie, 6 月 21 日 7 月 
3 日 に 羽化 し た . 6 月 19 日 に 採集 され た 遇 は 7 月 1~2 日 に, 
6 月 27 HCR S TU7NBIE7 H2—5HU, 7 月 4 日 に 採集 
され た 疲 は 7 月 6~8 日 に 羽化 し た . 飼育 下 で 羽化 し た すべ 
て の 成虫 で 次 の 奇形 な どの 羽化 不全 は 見 られ な か っ た . 


各 ス テー ジ の 発育 に 要 し た 平均 期間 は , DE, 2 齢 , 3#, 4 
齢 , $ 齢 幼虫 , 踊 の 順に , 4.4, 3.1, 3.0, 3.6, 9.3, 14.4 日 で あ 
っ た (Table 3). FAL SALE CHACHA 8B ($ 月 2 
日 また は 9 日 に 卵 を 採集 ) に つい て 平均 する と , 幼虫 期間 
は 24.1 H, WARNS 15.0 日 で あっ た . TER LO BREL 
いて 詳細 に は 測定 し な か っ た が , 卵 か ら 飼育 し た 個体 で は 
約 17 mm, 野外 採集 個体 で 最大 約 18 mm で あっ た . 


考 & 
発生 消長 と 発育 経過 


幼虫 の 飼育 中 に 餌 の 葉 が 食い 尽く され る こと は な か っ た . 
また 飼育 個体 と 野外 採集 個体 の 終 齢 の 体長 に Bde > 
これ まで に 報告 され て いる 終 齢 幼虫 の 大 き さ ( 今 
1953d ; 水田 ら , 1953a : 福田 2005) aera z 
ら に 成虫 の 羽化 不全 は 見 られ な か っ た . これ ら の こと か ら , 
今回 の 飼育 方 法 に は 問題 は みな か っ た と 考え られ る . 


先行 研究 と 本 研究 に よっ て , 房総 半島 の 野外 で の 春 か ら 初 
夏 の ルー ミス シジミ の 発生 経過 が ほぼ 明らか に な っ た . 


これ まで に , 越冬 後 成虫 の 交尾 は 岩 阪 (1994) に よっ て 4 
月 中 旬 に , 産卵 行動 と 思わ れる 行動 は 野村 (1985) や 岩 阪 
(1994) に よっ て 4 月 中 旬 か ら 3 月 中 旬 に 観察 さん て いる 
本 研究 で も 4 月 下旬 に 産卵 行動 と 思わ れる 行動 が 観察 され 
た . 野外 で は これ まで , 4 月 下旬 一 $ 月 頃 に 卵 が 発見 され て 
いる (鳩山 , 1997; 岩野 , 1985 : 岩野 ・ 紺 野 , 1983 : 岩 阪 , 
1991 : 木下 , 1985 : 仁平 , 1985 : 山崎 , 1982). 本 研究 で も 
5 月 上 旬 に 卵 が 発見 され た . 小路 (1987) IA 月 上 旬 か ら 
$ 月 下旬 に わた っ て 産卵 する と し た . 木下 (1985) は 4 月 
中 ・ 下 旬 に 交尾 し ゴー ルデン ウィ ー ク 頃 産卵 する と し ,. 木 
下 (1988) は 4 月 中 旬 に 交尾 し て 4 月 中 旬 か ら 5 月 上 旬 に 
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Fig. 3. Frequency distribution of head capsule widths of the Boso population of Panchala 
ganesa loomisi larvae. Black and white bars indicate dropped head capsules after 
molting under rearing and in larvae preserved in a 70 % ethanol solution, 


respectively. 


Table 2. Head capsule widths of the Boso population of Panchala ganesa loomisi larvae. 


ーー 


instar mean SE range n 
lst 0.299 0.001 0.29-0.30 8 
2nd 0.453 0.003 0.42-0.46 12 
3rd 0.703 0.007 0.69-0.75 14 
4th 1.102 0.011 0.98-1.15 15 
5th 1.753 0.023 1.68-1.83 7 





Zl TALLE. さら に 木下 (1994) は 4 月 中 旬 よ り 
$ 月 初旬 に 交尾 し 産卵 を 終え る と 死亡 する と し た . LHL, 
これ ら (KF, 1985, 1988, 1994 : 小路 , 1987) は 具体 的 な 
デー タ や 引用 を 伴っ て お ら ず , 交尾 ・ 産 卵 を 実際 に 野外 で 
観察 し て の 記述 で ある か どう か は 明らか で な い . すなわち 
産卵 は 4 月 後半 か ら $ 月 に 行わ れる と 考え られ る が . 今回 
は 新芽 の 萌芽 時 期 が 早い アラ カシ で は 春季 に は サン プリ ン 
グ し な か っ た た め , 4 月 前 半 以前 か ら 産 卵 さ れ て いる か ど 
うか に つい て は , 今後 改め て 調査 する 必要 が ある . 


鈴木 (2009) は 5 月 5 日 に 卵殻 を 発見 し て いる . 本 研究 で 
は 5 月 9 日 に は 骨 化 後 の 卵殻 が 発見 され た . CHEE 
総 半島 の 野外 で 幼虫 が 得 ら れ た 例 と し て は , 仁平 (1985), 
福井 (1988), 木下 (1990), 根本 (1999), 鈴木 (2009), 城 
E (2010) な ど が ある が , いずれ も 単発 的 な 記録 で あっ た 
た め , 野外 で の 発育 経過 は 明らか で な か っ た . 本 研究 の 結 
果 か ら 5 月 上 旬 頃 に 勾 化 し た 幼虫 は 6 月 上 ・ 中 旬 に 終 齢 に 
達する と 考え られ る . また , 房総 半島 で 遇 が 見 つか っ た 例 
は これ まで な か っ た と 思わ れる が , 本 研究 に よっ て アカ が ガ 


シ で は 6 月 中 旬 頃 か ら 遇 化し , 7 月 上 旬 頃 か ら 成 虫 が 羽化 
する こと が 明らか に な っ た . し た が っ て $ 月 上 旬 頃 に 映 化 
し た 場合 の 野外 に お ける 幼虫 期間 は 40 日 間 程 度 , 幅 期 間 
は 20 日 間 程度 と 考え られ る . 


飼育 室内 の 温度 と 野外 の 温度 を 比較 し た . 野外 の 温度 に つ 
いて は , 銚子 地方 気象 台 ウ ェ ブ ペー ジ (htp//www.jma-net. 
go.jp/choshi/) に 掲載 され た “鴨川 " (観測 点 の 標高 Sm) の 
日 平均 気温 を 半 旬 ご と に 平均 し て , それ か ら 0.54*C (調査 
定点 の 標高 を 95 m, 気温 伯 減 率 を 100 m あ た り 0.6C と し 
て 計算 ) を 減じ て 求め た . 飼育 室内 の 温度 は 野外 より も 2 
ー4*C 程 度 (平均 で 約 C) 高かっ た と 推定 され (Fig.4), 
飼育 下 で は 実際 の 野外 より も か な り 早 い 発 育 経 過 を と っ た 
と 考え られ る . 


飼育 下 で の 各 齢 の 期間 は 1 一 4 齢 で は 各々 3 一 4 日 , SB CU 
9 日 あま り , 幼虫 期間 の 合計 は 25 日 程度 だ っ た . 実際 の 野 
外 条 件 で も 同様 な 比率 で 各 和 齢 期間 を 過ごす と 仮定 する と , 
1—4 齢 期 を それ ぞ れ 5-7 日 程度 , S 齢 期 を 13 日 程度 で 過 
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ご す と 推定 され る . 2012 年 の “鴨川 " の 気温 は , 1 ~2 Als 
平年 より も 12"C 低 か っ た も の の , 3 一 6 月 は 平年 と ほぼ 
同じ だ っ た (銚子 地方 気象 台 ウ ェ ブ ペー ジ http//www.jma- 
net.go.jp/choshi/). し た が っ て 今回 得 ら れ た 結末 は . XN 
シ や ウラ ジロ ガ シ に お ける ほぼ 平均 的 な 春季 の 発生 経過 と 
考え て よい だ ろう . 


oy ca gj ds Sito Cld, 春日 山 産 (今立 ら , 1953d: 
川副 ・ 今 立 , 1956), 宮崎 産 (高橋 , 1979), 房総 半島 産 ( 福 
井 , 1988, 1991 : 鳩山 , 1997 : 岩野 ・ 福 井 , 1987 : AF, 
1985 : 仁平 , 1980 : 山崎 , 1982), 徳島 産 (佐々 木 , 1985) 
な ど で 報 告 が ある . 産地 が 明記 され て いな い が , FÉBH (1985) 
に も 幼虫 ・ 其 期間 の 記述 が ある . LOL, これ ら の 中 で 齢 
の 経過 に つい て 報告 し て いる も の は , 以下 の よう に わずか 
し か な い . 


春日 山 個体 群 の 第 1 世代 に つい て 今立 ら (1953d) は , 188 
6 一 10 H, 2853—5 H, 3 齢 4ー8 H, Kin (4 齢 ) 4 一 9 H, 
BUH I~2H, HO~ IZA EL TWA. また 川副 ・ 今 立 (1956) 
ii, 2 齢 3 一 5 H, 3 齢 $ 一 8 H, Kin (4 齢 ) 1 週間 前 後 , 前 
WEI~2H, 88 12 一 13 日 と し て いる . 今回 の 房総 半島 個体 
群 の 野外 に お ける 経過 と 比較 する と , 1 一 3 齢 期間 は それ は ほ 
ど 大 き な 人 違い は な い が , 前 工 を 含む 終 齢 期間 が 短い と 思わ 
れる . 


宮崎 産 に つい て 高橋 (1979) は , 20'C で 飼育 し た 結果 , 幼 
虫 は 3 一 5 日 ずつ で 脱皮 を 繰り 返し て 終 齢 と な っ た こと , 終 
齢 は 1 週間 一 10 H CRRA, さら に 4~6 CHICS 
っ た こと , 由 期 間 が 約 2 週間 で あっ た こと を 報告 し て いる . 
高橋 (1979) に は 終 齢 が 何 齢 で あっ た か は 明記 され て いな 
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が , RMN (mug xm UD) が 今回 より も や や 長い . これ 
は 今回 の 飼育 が 概ね 20'C よ り も 高い 温度 で 行なわ れ た た 
め だ ろ う . 


房総 半島 産 に つい て は , 齢 ご と の 発育 日 数 が 記さ れ た 報告 
は これ まで な か っ た と 思わ れる . 徳島 産 に 関す る 佐々 木 
(1985) の 報告 に は , 飼育 下 で の 各 齢 の 摂 食 習 性 に つい て 
の 観察 結果 や , 2", “3 齢 ", “ 終 齢 "の 写真 が び 太 され て い 
る が , 齢 ご と の 発育 日 数 や , 終 齢 が 何 齢 で ある か は 述べ ら 
れ て で てい ない. 


FATORES OTi, 長谷 川 0002) に よる 三重 
県 で の イチ イガ シ 葉 裏 と いう 記録 が ある . 今回 発見 され た 
Walk, すべ て アカ ガ シ 緑 葉 の 裏 に あっ た . これ ら の こと か 
P; AK fi O CSBP SHEARS [Ct LORE CHS LEAS 
れる . 川副 ・ 今 立 (1956) iX, ERCI LOR ( 緑 葉 ) 
を 軽く 巻く か また は 2 枚 の 葉 を 簡単 に 糸 で 結ん で , PURE 
で 遇 化す る と し て いる が , これ は 飼育 下 で の 観察 結果 に 基 
づい た も の で ある と 思わ れる . 福田 ら (1984a) は , 成 葉 を 
2—3 枚 糸 で 粗く つづ り , 内 部 の 葉 裏 の 中 脈 の 横 に か な り 密 
に 糸 を 吐い て 座 を つく V, 脈 と 並行 し て 頭 を 葉 先 に 向け て 
幅 化 する と し て お り , MELENA (イチ イガ シ の 
葉 を つづ っ て 葉 裏 で 幅 化し て いる ) の 写真 を 示し て いる . 
長谷 川 (2002) に 示さ れ た 写真 で は , SEXEO IP OO CH 
化し て お り , 葉 は や や 湾曲 し て いる よう に 見 える . FAD, 
2 枚 の 葉 を つづ り 合 わせ た り , 1 枚 の 葉 を や や 湾曲 させ た 
り し て 嗣 化 し て いる 例 が 見 られ , すべ て 頭 部 を 葉 先 方 向 に 
向け て いた . し か し , 今回 発見 され た 7 例 の うち の 3$ 例 で 
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Fig. 4. Mean air temperature of the rearing room and the field of Kamogawa, Chiba 


prefecture in 2012. 
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は , 上 化 位置 の 前 側 ま た は 前 後 両側 に 線形 また は 短冊 形 の 
切り 込み を 入れ る 加工 を し て いた . 切り 込み を 入れ て さら 
に 系 で 葉 を 湾曲 させ て いる 場合 も あっ た . この よう な 殆 化 
時 の 葉 の 加工 に つい て は , これ まで 報告 され て いな か っ た 
と 思わ れる . アカ ガ シ で 帳 が 発見 され た の は 今回 が 初め て 
で は な いか と 思わ れる が , この よう な 暴 化 習性 が 房総 半島 
個体 群 に 特異 的 な も の な の か , ある い は 寄主 植物 に よっ て 
現れ る 行動 が 異な る の か どう か な ど に つい て , 今後 各地 で 
さら に 野外 観察 を 積み 重ね る 必要 が ある . また 今回 明らか 
に で き な か っ た 幼虫 の 生息 習性 に つい て る も , 直接 野外 観察 
を 行う 必要 が ある 。 


7 月 下旬 以降 5 回 の 調査 を 行い , 5 種 の 合計 で 538 本 の ラマ 
スシ ュー ト を 調べ た に も か か わら ず , GN, 幼虫 , MH 
され な か っ た . 房総 半島 で の 幼虫 の 遅い 時 期 の 記録 と し て , 
1982 年 7 月 18 日 に 終 齢 初期 の 幼虫 が 得 ら れ た と いう 報告 
(根本 , 1999) と , 1982 年 7 月 に 終 齢 幼虫 が 得 ら れ た と いう 
報告 (OF, 1985) が ある が , と も に 伝聞 で 採集 者 が 同じ 
で ある こと か ら , 恐らく 同一 の 記録 で ある 思わ れる . 仁平 
(1985) iX, これ は 第 1 世代 の 遅れ た も の で あろ うと 考察 
し て いる . また 木下 (1990) は , 198$ 年 6 月 末 に アラ カシ 
の 芽 か ら 時 化 直 後 の 幼 虫 を 採集 し た と 報告 し て いる . これ 
まで の と ころ , 房総 半島 で 7 月 下旬 以降 に 幼虫 EZB, 
W) が 発見 され た こと は な いと 思わ れる . 今後 さら に 精査 
する 必要 は ある が , 今回 の 調査 結果 は , GR (2004) が 卵 
巣 発育 な どか ら 推 定 し た よう に , 房総 半島 で は ルー ミス シ 
ジミ が 年 1 化 で ある こと を 補強 する も の で ある と 言え る だ 
ろう . 

日 本 産 の ナチ ョ ウ の 生態 は , 1980 年 代 前 半 に 福田 ら (1982, 
1983, 1984a, b) に よっ て 集大成 され , 寄主 植物 や 越冬 態 , 
周年 経過 な ど が ほとん ど 全 土着 種 に つい て 明らか に され 
た . し か し , 幼虫 の すべ て (また は ほとん ど ) oso 
が 明らか に な っ て いる 種 は 必ず し も 多い と は 言え な い Gt 
+E, 2012). 今回 の 飼育 観察 と 幼虫 頭 幅 の 頻度 分 布 か ら , 
ルー ミス シジミ 房総 半島 個体 群 の 終 齢 が $ 齢 で も る こと は 
疑い な い . 手代木 (1997) の 観察 結果 は 例外 的 な も の で は 
な く , 通常 の 発育 経過 で あっ た と 考え られ る . ルー ミス シ 
ジミ 1 齢 幼虫 の 頭 幅 は , 関東 地方 の ムラ サキ シジミ GEE, 
2012) と 同等 で ムラ サキ ツバ メ (小山 ・ 井 上 , 2004) X 
り も や や 大 きか っ た . 2 一 4 齢 で は ムラ サキ シジミ と ほぼ 同 
SC, $ 齢 で は ムラ サキ シジミ より も や や 小さ か っ た . A 
ラサ キツ バ メ と ムラ サキ シジミ の 齢 ご と の 頭 幅 の 伸長 率 は 
それ ぞ れ 1.62 一 1.68 (小山 ・ 井 上 , 2004) と 1.55~1.60 ££ 
RE (井上 , 2012) で , ルー ミス シジミ の それ (1511.59) 
は ムラ サキ ツバ メ よ り は か な り 小 きさく, ムラ サキ シジミ と 
同じ か , や や 小さ ゆい 程度 だ っ た . 


水田 ら (1953a) に は , 春日 山 個体 群 の 1 一 4 齢 幼虫 の 体側 
面 の 刺 毛 の 生え 方 が 図示 され て いる . それ に は , 1 齢 で は 1 
節 に 短い 毛 が 3 本 , 2 齢 で は や や 長い 毛 が $ 本 と 短い 毛 が 2 
Æ, 3 齢 で は か な り 長 い 毛 が $ 本 と 短い 毛 が 8 本 あり , 4 齢 
で は きわ め て 長い 毛 8 本 と や や 長い 毛 4 本 が 密生 し て いる 
様子 が 描か れ て いる . これ ら の 特徴 は , 房総 半島 個体 群 


(Fig. 1) で も ほぼ 同じ で あっ た . し か し , 春日 山 個体 群 は 
4 齢 が 終 齢 と され て きた (今立 ら , 1953d : 川副 ・ 今 立 , 
1956 : 水田 ら , 1953a). 房総 半島 個体 群 の 齢 幼虫 で は 水 
HS (1953a) に 図示 され た 4 齢 幼虫 より も 刺 和 毛 の 数 は さ 
ら に 増し (手代木 , 1997), 各 節 に 20 本 程度 に な る (Fig. 
IF, 1G). 春日 山 個体 群 の 終 齢 幼虫 の 体長 は 17 mm を 超え 
な いと され る (今立 ら , 1953d : 水田 ら , 1953a). 房総 半島 
個体 群 の 終 齢 幼 昌 は 17 一 18 mm 程度 で あっ た た め , 春日 山 
と 大 差 な いと 思わ れる . また 春日 山 個 体 群 の 幼虫 の 頭 幅 は 
1 Ki2^ 5 4 He X CRI 334 03, 0.6, 1.2, 2.0 mm と され て 
いる (今立 ら , 1953d : 水田 ら , 1953a). この 値 を も と に 齢 
ご と の 伸長 率 を 計算 する と , 1~2HS C2, 2 一 3 齢 で 2 倍 , 
3~4 齢 で 1.67 倍 と な り , 3 892^ AMA OPER RAE V 
も か な り 小 さく Dyar の 法則 に 合致 し な い . また 頭 幅 測定 の 
方 法 が 記さ れ て いな いた め , どの 程度 の 精度 で 測定 され た 
も の か も ゃ 不明 で ある . 彼ら が 2 齢 の 頭 幅 と し た 0.6 mm は 今 
回 の 房総 半島 個体 群 の 2 齢 と 3 齢 の 中 間 に あ た り , 3 齢 の 
値 と し た 1.2 mm は , 今回 の 4 齢 の それ より も や や 大 きい . 


今後 の 課題 

春日 山 で の 2・3 齢 幼虫 の 頭 幅 の 値 が 今回 の 各 齢 の 中 間 的 
な 値 で ある こと か ら , 過去 の 観察 結果 で は 若い 齢 が 混同 さ 
れ て いた (脱皮 の 見 落と し が あっ た ) 可能 性 が ある . し か 
L, 水田 ら (1953a) は , 幼虫 の 発育 に 関し て か な り 詳 細 な 
観察 を し て お り , 単純 に 彼ら の 観察 が 間違い で あっ た と は 
断定 し が た い . 春日 山 個 体 群 で の 観察 (今立 ら , 1953d : 水 
HÒ, 1953a) が 正しい と し た ら , 春日 山 個体 群 と 房総 半島 
個体 群 と で 経過 和 齢 数 が 異な っ て いる こと に な る . ある い は 
これ は 多 化 性 個体 群 と 1 化 性 個体 群 と の 違い で ある 可能 性 
も ある . 絶滅 し た 春日 山 個体 群 で 再 検証 する こと は で き な 
い が , SR, 西日本 の 他 の 産地 で 各 齢 の 頭 幅 を 含む 発育 経 
過 に つい て 詳細 に 調べ 直す 必要 が ある . ムラ サキ シジミ で 
は 季節 や 産地 に よっ て 幼虫 の 頭 幅 が 異な る こと が 明らか に 
な っ て いる (FEE, 2012). ルー ミス シジミ の 成虫 の 大 き さ 
に つい て , 千葉 県 産 は 奈良 や 九州 に くら べ て 大 型 で ある と 
され る 場合 も ある (藤岡 , 1975). ルー ミス シジミ で も 幼虫 
頭 幅 の 産地 に よる 違い や , 多 化 性 の 場合 に は その 季節 変異 
も 調べ る 必要 が ある . 


前 記し た よう に , ルー ミス シジミ の 生態 に つい て は 1950 年 
代 の 観察 結果 が 長く 引用 され て きた . これ は 春日 山 で 絶滅 
し た 後 の 1960 年 代 一 1970 年 代 前 半 頃 に は 本 種 は 全国 的 に 
きわ め て 稀少 な 種 に な っ て いた た め (小路 , 1990), 調査 が 
進ま な か っ た こと に よっ て いる . 1970 年 代 後半 頃 か ら 房 総 
半島 な ど を 中 心 と し て 多 産 地 が 見 つか り 調 査 が 進ん だ 結 
AR, 房総 半島 個体 群 が , 成虫 越冬 ・1 化 性 と いう シジミ ナチ 
ョ ウ と し て は か な り 特 異な 生活 環 を 持つ らち し いこ と が 明 ら 
か に な っ た (岩坂 , 2004). 成虫 の 生態 で は , 越冬 中 の 様子 
に つい て は 観察 例 が か な り 集 積 さ れ て き て いる (例え ば , 
伊藤 , 1988a, b : 岩 阪 , 1993 : RF, 1988, 1992, 1994 : 岸 , 
1993 : 清水 , 1988 ; 田中 ・ 黒 田 , 2009). また , 福田 ら (1984a) 
で は 観察 例 が な いと され て いた 訪 花 や 吸 徐 も 各地 で 報告 き 
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れる よう に な り (例え ば , 阿部 ・ 倉 西 , 1989 ; 黒田 , 2005 : 
佐々 木 , 1987, 1990 ; 田中 ・ 黒 田 , 2009), 推定 だ け だ っ た 
野外 で の 交尾 時 期 に つい て も , 房総 で は 実際 に 4 月 に 交尾 
し て いる こと が 観察 きれ た (岩坂 , 1994). し か し , 成虫 以 
外 の 生態 に つい て は , 野外 に お ける 観察 例 が 非常 に 不足 し 
て いる . 


春日 山 で は , 1953 年 8 月 $S 日 に イチ イガ シ か ら 効 虫 ・ 卵 ・ 
卵殻 が 得 ら れ た と され る (水田 ら , 1953a). また , 5H, 7 
月 , 9 月 を 中 心 に 卵 が 見 られ る (今立 ら , 1953d), ある い は 
8 月 5 日 に 踊 化 し た 第 2 世代 の 遇 が 刺激 に よっ て 発音 し た 
(川副 ・ 今 立 , 1956) と いう 報告 も あり , 多 化 性 で あっ た こ 
と は ほぼ 疑い な い だ ろ う . し か し , 201950 年 代 の 春日 山 
で の 記録 以降 に は , 盛夏 や 秋 に 卵 ・ 幼 虫 ・ 疫 が 発見 され た 
例 は 全国 的 に 報告 きれ て いな いと 思わ れる . すなわち , 春 
日 山 以外 で は 多 化 性 を 推定 で きる 証拠 は 得 ら れ て いな い . 


本 種 の 生態 解明 に お ける 最も 大 き な 課 題 は , 房総 半島 以外 
の 個体 群 の 発生 回 数 を 確認 する こと で あろ う . 山口 県 ( 標 
高 500 m 程 度 の 産地 で ある と 思わ れる ) Tiz, 6 月 頃 か ら 
採集 に 入る 人 も いる も の の , 8 月 いっ ぱい まで は 採集 例 が 
ほとん ど な く , 確実 に 採集 観察 で きる の は 10 月 から で あ 
る と され (fl, 1985), この 記述 か ら は 年 1 化 で ある 可能 性 
が 高い よう に 思わ れる . EAA (2011) は , 飼育 し て 羽化 
させ 後 凌 に マー キン グ を 施し た 103 匹 の 成虫 を , 2010 年 6 
月 に 徳島 県 の 生息 地 に 放逐 し , その うち 3 匹 が 2011 年 4 月 
に 再発 見 され た と 報告 し て いる . 第 2 世代 以降 の 発生 が 合 
定 さ れ た わけ で は な い が , この 結果 は 徳島 県 の 産地 で も 年 
1 化 で ある 可能 性 を 強く 示唆 し て いる . EB Cid, 7 月 に 羽 
化し た 成虫 が 越冬 し , 翌年 $ 月 頃 か ら 活 動 し て 産卵 する 1 
化 性 で ある と され る (淀江 ・ 坂 田 , 2004). 宮崎 県 や 鹿児島 
県 で は 詳し い 周 年 経過 は 調べ られ て お ら ず , 成虫 は 春 と 夏 
一 秋 に 見 られ る こと や , 幼虫 が 春 に 採集 きれ る こと が わか 
っ て いる 程度 で ある らし い (岩崎 郁雄 氏 ・ 福 田 晴夫 氏 , 私 
信 ). また 屋久 鳥 (標高 600-700 m 程度 の 産地 ) で も 夏 一 秋 
季 と 春季 に 成虫 が 採集 きれ て いる が , 化 性 は 明らか に な っ 
て いな い (福田 晴夫 氏 , 私 信 ). さら に , 紀伊 半島 で も 近年 
の 詳し い 報告 は な く , 周年 経過 は わか っ て いな いら し い 
(諏訪 隆司 氏 , 私 信 ). 


春日 山 の 生 息 地 の 標高 は 100~150 m 程度 で あっ た と 思わ 
れる が , 1950 年 代 の 観察 が 例外 的 な も の で な いと し た ら , 
西南 日 本 の 低地 で は 多 化 で , 高 標高 地 (また は 山間 地 ) や 
分 布 北限 域 (房総 や 隠岐 ) で は 1 化 で ある と いう 可能 性 も 
ある . 今後 各地 で 季節 を 通し た 観察 また は 新柄 な どの サン 
プリ ング に よっ て , 特に 盛夏 か ら 秋 に 幼虫 (また は 卵 , H8) 
が 発生 し て いる か どう か を 確認 する こと と , MA OMB IC 
よっ て 卵巣 の 発育 状態 の 季節 変化 を 調べ る こと が 必要 で あ 
る . 


BEDEK, 夏 の 盛り が 訪れ る 前 に 誘導 され , 秋 あ る 
vic» sica, 発育 , RH COMMA A ET 
る よう な 休眠 で ある (Masaki, 1980). 今回 の 結果 か ら , ルー 
ミス シジミ は 新芽 の 芽吹き 時 期 が 遅い アカ ガ シ に 寄生 し た 
場合 で も , 7 月 上 旬 項 に 羽化 し て いる と 考え られ た だ た. し か 


し , 房総 半島 で の 採集 記録 は 通常 8 月 後半 以降 に 多く な り , 
8 月 後半 9 月頃 に は 活発 に 活動 し , 高温 の 日 に は 吸水 行 
動 も 観察 され る (例え ば , 木下 , 1988 : 仁平 , 1980). この 
こと は 成虫 が 羽化 後に 夏 休 眠 し , その 休眠 は 晩夏 頃 に 覚醒 
し て いる こと を 示唆 し て いる . 本 種 の 成虫 が 夏 休 有 眠 し て い 
る 可能 性 に つい て は , 木下 (1988) な ども 指摘 し て いる . 
さら に 産卵 を 春の み に 行 う 1 化 性 の 場合 , 同一 個体 が 成虫 
の ステ ー ジ で 冬 休 眠 も 行っ て いる と 考え られ る . 日 本 産 の 
チョ ウ で は , この よう に 同一 の 成虫 が 夏 休 眠 と 冬 休 眠 を 行 
うと 考え られ る 種 に は スジ ボソ ヤマ キナ チョ ウ Gonepteryx 
aspasia (Menetries) が ある (福田 ら , 1982). スジ ボソ ヤマ 
キチ ョ ウ は 高 標高 の 産地 で は 夏 休 眠 し な いと され (福田 
Ò, 1982), 夏 休 眠 は 環境 条件 に よっ て 制御 され て いる と 思 
われ る . 


多 化 性 の ムラ サキ ツバ メ で は , 短 日 条件 が 成虫 の 卵巣 発育 
を 抑制 する こと が 明らか に な っ て いる (小山 ・ 井 上 , 2006). 
ルー ミス シジミ が 西南 日 本 の 低地 で 多 化 性 で ある な ら ば , 
同様 に 短 日 条件 に よっ て 卵巣 発育 が 抑制 され て 越冬 に 入る 
可能 性 が 高い . 一 般 に 昆虫 の 夏 休 眠 は 高温 ・ 長 日 で 誘導 ・ 
維持 され , 適度 な 低温 (冷温 )・ 短 日 で 消去 され る (Masaki, 
1980 ; Tauber et al., 1986). 房総 半島 の ルー ミス シジミ で は , 
7 月 に は すべ て の 個体 で 卵巣 は 未 発達 だ っ た が , 8 月 一 秋 
に は 発育 段階 が や や 進行 し た 個体 が 現れ た (岩上 阪 , 2004). 
1 化 性 個体 群 で は 夏 休 有 眠 の 覚醒 後に は , 活動 性 が 高まる だ 
け で な く , 卵巣 発育 が 一 時 的 に 進行 し て いる の か も し れ な 
v. 盛夏 前 に 羽化 し た 房総 半島 産 ル ー ミ スシ ジミ 成虫 が 飼 
育 下 で 秋 ま で 生存 し た と いう 記録 は いく つか 報告 され て お 
り (例え ば , 福井 , 1991 : 岩 阪 , 1991 : 小路 , 1990), 徳島 
で は 上 記し た よう に 初夏 に 羽化 し た 個体 が 翌 春 ま で 自然 条 
件 で 生存 し た (佐々 木 , 2011). 今後 , 夏 休 眠 と 冬 休 眠 の 誘 
導 ・ 覚 醒 条件 . 特に 成虫 の 卵巣 発育 の た め の 温 度 ・ 日 長 な 
どの 環境 条件 を 各地 の 個体 群 で 実験 的 に 明らか に する こと 
が , 本 種 の 生活 史 を 理解 する 上 で 重要 で ある . 


摘 要 


房総 半島 の 野外 で 2012 年 に ルー ミス シジミ の 発生 消長 を 
調べ . 同時 に 飼育 に よっ て 齢 の 進行 を 含む 発育 経過 を 明 ら 
か に し た . 


1. ア カ ガ シ お よび ウラ ジロ ガ シ の 春 シ ュー ト か ら , 卵 が 5 
月 上 旬 に , 幼虫 が 5 月 中 旬 ~6 月 中 旬 に , 88236 H rg — 
7 月 上 旬 に 採集 され た . さら に 7 月 中 旬 に は 羽化 後 の 遇 
の 殻 が 発見 され た . 5 月 上 旬 頃 に 蜂 化 し た 場合 , 野外 で 
の 幼虫 期間 は 約 AO 日 , 映 期 間 は 約 20 日 で , 成虫 は 7 月 
上 旬 頃 か ら 羽 化す る と 推定 され た . 

アカ ガ シ , ウラ ジロ ガ シ , アラ カシ , イチ イガ シ , ツク 
バネ ガ シ の ラマ スシ ュー ト を 調査 し た が , 7 月 下旬 ~10 
月 に は , 卵 ・ 幼 虫 ・ 踊 は まっ た く 得 られ な か っ た . 

. 踊 は 樹 上 の 緑 葉 裏 で 発見 され た が , LA U UR OO Z 
葉 の 縁 か ら 線 形 ま た は 短 局 形 の 切り 込み を 入れ る 加工 
を 伴っ て いた . この よう な 加工 は 初め て 明らか に な っ 
i fae 
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4. WU ~E E CHE LET COIS, Symlli sis 
を 経過 し た . 幼虫 の 頭 幅 は 1 一 3 齢 まで 順に , 0.29-0.30, 
0.42-0.46, 0.69-0.75, 0.98-1.15, 1.68-1.83 mm で あっ た . 

5. 先行 研究 で 指摘 され て いる よう に . 本 種 は 房総 半島 で は 
年 1 化 で ある 可能 性 が 高い . ま た, 幼虫 の 終 齢 は これ ま 
で は ほとん どの 文献 で 記載 され て きた 4 齢 で は な く , SH 
で ある と 考え られ た . 


文献 の 入手 に 際 し て , 佐々 木 孝明 , 國 本 佳 範 , 宮武 頼 夫 , 佐 
藤 隆 士 , 北原 曜 , 松本 和 馬 , 中 村 進 一 , 降旗 剛 寛 , 間野 隆 
和裕 の 諸氏 に お 世話 に な っ た . また 福田 晴夫 , 岩崎 郁雄 の 両 
氏 に は 九州 で の , 湯川 淳一 , 諏訪 隆司 の 両氏 に は 紀伊 半島 
で の , 淀江 賢一 郎 氏 に は 隠岐 で の 周年 経過 に つい て ご 教示 
いた だ いた . 記し て 感謝 申し 上 げ る . 
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Summary 


In order to clarify the seasonal occurrence of an endangered 
(vulnerable) butterfly Panchala ganesa loomisi, the young shoots 
of several evergreen oaks were collected from April to October 
2012 in Kamogawa City, Chiba Prefecture. Eggs, larvae and pupae 
were found on the spring shoots of Quercus acuta and Quercus 
salicina in early May, from mid-May to mid-June, and from mid- 
June to early July, respectively. Moreover, a pupal exuvium (after 
adult eclosion) was found in mid-July. Pupae were found on the 
undersurface of host leaves. Rectangular cuts (4.3-12.4 mm in 
length and 1.2-5.5 mm in width) were often made on the leaves 
near the front and/or rear of the pupae, a pupation habit which 
had not previously been known. 


When egg hatching occurs in early May, larval and pupal 
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periods are believed to last about 40 and 20 days in the field, 
respectively. No eggs, larvae or pupae were found on the 
lammas shoots of five Quercus species (Q. acuta, Q. salicina, Q. 
glauca, Q. gilva and Q. sessilifolia) from late July to October. 


Larvae pass through five instar stages before pupation. The 
larval head capsule widths of first to fifth (final) instars were 
0.29-0.30, 0.42-0.46, 0.69-0.75, 0.98-1.15, and 1.68-1.83 mm. 
The elongation rates of head capsule width in successive instars 


were 1.51-1.59, in accordance with Dyar's law. 


The present study revealed that the Boso population of P. 
ganesa loomisi may be univoltine as pointed out in previous 
studies, and has five larval instars, although many authors have 
stated that the final instar of P. ganesa is the fourth. 
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